
　かつて，書斎のあるマイホームを建てることはサラリーマンの夢の 1 つであった．読書
や勉強が好きな人ばかりではないだろうが，1 人で思いを馳せるゆとりの空間を持つこと
への憧れが強かったのであろう．わずかな夢と引き換えに，片道 2 時間の通勤と 30 年間
のローンを組む者も少なくなかった．実際に書斎として有効に活用される頻度は少なく，
近いうちに子ども部屋か家族の物置へと変わる運命をたどることも多い．夢やゆとりとは
非日常的で，元来が非効率なものである．ロマンと不満は文字通り紙一重である．
　最近，理学療法士という職業では，ローンを組むことさえ難しいという現実を立て続け
に聞く機会があった．若い理学療法士が，自身の希望を持てない状態で十分な専門性が発
揮できるのだろうかと思うことがある．せめて，理学療法へのささやかな希望を抱く対象
として理学療法ジャーナルが存在できればと願う．
　ゆとり教育こそが重要だといわれた改革は，あっという間に基礎学力の低下の批判に退
けられた．問題解決能力の向上や個性の尊重には時間が必要である．ゆとりの効果を計る
には，あまりにも時間が少なく弊害のみが際立つのはむしろ当然の帰結とも考えられる．
医療教育に取り入れられている PBL（問題基盤型学習）では，自発的な問題解決能力を涵
養するのに優れる一方で，中途半端な導入は負の要因が大きいことが明らかとなりつつあ
る．何事も付け焼き刃は禁物である．
　社会の短気は，個々人の切れやすさや絶望感とも無関係ではないだろう．現実には，昨
年の上半期はかつてない好景気といわれた市場が，半年後には 100 年に一度の不況といわ
れるほどの凋落である．じっくりと考えて行動することは，もはや幻想なのだろうか．
　現代社会は，コンピュータ支援の分業型作業やマニュアル化によって，作業の全体像や
過程（プロセス）を意識する機会が減少している．あわせて，結果主義の価値観が過程軽
視に一層の拍車をかけている．全体像を捉えた問題解決能力，これこそ，まさに理学療法
士が必要とする臨床能力である．臨床思考過程は，複雑な並列処理と行為内省察を繰り返
しているため，2 次元図や文章ですべてを表現することは困難である．また，臨床推論に
は臨床家の哲学が色濃く反映されている要素がある．
　書籍とは異なり，雑誌特集のよいところは，それぞれの立場や思いを並列的に紹介して，
読者がそれを比較できる点にある．また，執筆者は，必ずしも標準のみに拘泥されず，あ
る程度の裁量が許容される．その意味でも，本企画はまさに特集向けのテーマで，理学療
法と執筆者自身の歴史と専門性を踏まえた思いが，それぞれの内容に託されている．是非
とも批判的吟味をしながら，ポジティブに取り込む思考を賦活していただきたいと思う．
　「理学療法とは，自然科学であり哲学でもある」という，本特集を提案された編集顧問
の言葉が鮮やかに映し出されている．
 （内山　靖）
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